






































ものだが、にもかかわらず、むしろそれ故に、時代 制約を受け い達成を見せている。本研究はそのように江戸の「開かれたテキスト」が普遍へと通じる可能 ついて論究す 。また それを踏まえ、一国や一時代の文化や伝統を賛美し、それを規範と見なすような発想に対して批判的考察を加え、自文化中心主義や「国文学」なる学 問題についての検討にも及んだ。
次に、全体の構成について示す。第一章では主に『雨月物語』各篇についてその所収順に論じた。但し第５節で論じる「仏法僧」と「蛇性の婬」については「芥子」とい
う手がかりによって論じたひとつの考察 なるため、所収順序通りではない また 第６節は『雨月』中の 品、近世という時代の枠を越え、 「無常」や「死体描写」とい 観点から「吉備津の釜」の結末部分 考察に及んだものである。第９節は『雨月物語』に先立つ秋成の著作第一作『諸道聴耳世間狙』の二篇を論じたものであ 。 わゆる
「気質物」に系譜付けられる作品だが、そこに描か る偏執の人々





































































日本古典文学に見る死体描写の有り様について、 『日本三代実録』 『日本霊異記』 『伊勢物語』 『今昔物語集』など 対照し、それが『雨




































































































る日本文化の問題について、 『方丈記』と『徒然草』の比較、 『雨月物語』 「浅茅が宿」の検討を通じて考察した。終章
江戸のテキストを読むということ
上田秋成の研究史を『雨月物語』と『春雨物語』を対照しつつ概観し、
公刊されたテキスト 手書きのテキストのそれぞれの意義につい
て考察し、本研究で述べてきたところを改めて総括した。
